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Chicago― 現代都市社会研究の故郷

・アメリカ中西部，ミシガン湖の南西端
・市域人口270万人（2010年）
・大都市圏人口946万人 … NY, LAに次ぐ3番目

市域人口推移（千人）

・中西部の流通・
金融センター

・アメリカ＝世界
の穀物・食肉の
価格に影響を与
える先物商品の
取引所（市場）が
立地

Chgicagoはその拠点

・1880年代，大陸横断鉄道が西海岸まで次々に到達。

Vance, 1995, North American Railroad

農畜産物市場の成立
・Cincinnati … 西部開拓初期の穀物・家畜の
取引中心。鉄道の西進につれて，下図の諸都
市に中西部の中心地の地位を譲る。

・中西部の開拓は輸送路に沿っ
て西へ進む。輸送拠点には町場
が開け，輸送の便の良い場所には
取引市場が立地し，都市に成長。

1900年頃には現在の市場圏が成立

1913〜17年
の取引額

磯田（2001）

・Chicago … 鉄道延伸とともに中心
市場の座を獲得。その商品取引所
は，全米のトウモロコシ価格を決定。

・肉牛・豚の巨大市場も立地。

新移民と
旧移民

★この時期，南部の綿花が衰退。
・失業した黒人黒人黒人黒人たちが，経済成長著しい
五大湖沿岸の工業都市に大挙流入

・新新新新移民 … 20世紀以降。
・南欧（カトリック），東欧（正教），ロシア・
ウクライナ（ユダヤ人） … 都市の雑業部
門に入り込み，しばしば集住地を形成

・当初の移民 … イギリス，オランダ，
スウェーデン，ドイツ ，北アイルランド
⇒White Anglo-Saxon Protestant

猿谷要『物語アメリカの歴史』中公新書，1991

・彼らは経済的困窮者で，都市の密集
市街地の低家賃地帯に集住地を形成
・既存のWASP社会と軋轢を生む。
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Competition（競争）：生理的・経済的欲求
⇒ Conflict（闘争）：政治的欲求
⇒Accommodation（応化）：社会への組織化
⇒Assimilation（同化）：パーソナリティとしての統合

R.パークと「シカゴ学派」

・Parkの社会理論
… 移住者の都市社会
への適応・統合の過程
を,次の4段階で説明：

・Pennsylvania生まれ。
・Michigan大学でPragmatism哲
学のデューイに師事。
・卒業後，Chicagoで新聞記者に。
各地で社会問題を取材。
・その後，Harvard, Heidelbergで
哲学を学び，1903，Harvardの哲
学助手。南部で人種問題を学ぶ。
・1914，Chicago大学の社会学部
の創設に参加。その指導者に。

Robert Park
（1864〜1944）

・ドイツ流の"哲学的"社会学に対
して，人々の生活現場に入り込ん
で（参与観察）その実態を描く，経
験的・民族誌的な社会学を創始
… 人間生態学とも。

・多彩な弟子たちが育ち，「シカゴ学派」を形成。

・実地観察に基づく現代社会学の源流に。

同心円地帯モデル

・急拡大するChicagoに流入する移住者
の，社会統合のプロセスに注目。

パーク他著／大道・倉田訳，
1972，『都市』，鹿島出版会

・E. Burgess（1886〜1966） … カナダ生まれ

・Parkに師事して「社会化」の研究を深化。

①移住当初 … 都心周辺の住工混住
地帯に先着した同郷・同民族集団の
居住地に流入。その助けを借りつつ，収
入機会を探索 ＝「競争」段階

②就業状態が安定 … 現状より良い居住
環境を求めて外方へ移転＝「闘争」段階

③収入増加・安定 … より高級な住宅地へ。
現状満足，都市社会の支持者に＝「応化」

http://www.asanet.org/ernest-w-burgess

⇒ この社会統合の過程は，右の
ような地帯分化に反映

←Loop

・Burgessらはまた，この「社会化」と
地帯分化のプロセスを，植物生態学
の「遷移」（succession）のアナロジー
で説明

・また，理論研究より，生活実態の観
察（参与観察，participant observation）に
よる実証モノグラフ（生活誌，民族誌）
を重視

⇒その方法は，人間生態学（Human 

Ecology）と呼ばれるように。

・都市拡大の典型的過程は，同心円の地帯
によって説明できる。

・「Loop」として示されたCBD（中心業務地
区：Ⅰ）に隣接して，ビジネスや軽工業によっ
て侵蝕されつつある遷移地帯（Ⅱ）ある。

・それを囲む労働者住宅地帯（Ⅲ）には，退
廃的なⅡ地帯から逃れてきたものの，なおⅡ
地帯の就業地に近い場所を望む工業労働
者たちが住んでいる。

・その外側は，高級アパートや戸建住宅地
区からなる邸宅地帯（Ⅳ），

・さらに外側の郊外は，都市の境界を越えた
通勤者の住む地帯（Ⅴ）である。

人間生態学同心円的分化プロセスの説明

パーク他著『都市』，鹿島出版会

・BurgessらはChicagoの
同心円構造の中に，移民
の出身地や民族出自に
よる集住地区を見出す。

・こうした集住地の形成は，
移住時の不安定な生活を，
集団内の相互扶助で支え
ようとする社会的行動によ
るもの。

・Parkの門生たちは，この集住
地区を「natural area」と呼んで
研究対象に。 … 「シカゴ学
派」社会学を創始。

・こうした都市の居住者の属性
による地域分化は，「社会地区
分化」と呼ばれるように。
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◇Al Capone

・Chicagoでは19世紀末〜20世紀初頭に，都心の北側
と南側を支配する集団に分かれて抗争を展開。

・イタリア人街"Little Sicily"では，"black hand"と呼ば
れる組織が支配。

・組織の乗っ取り合戦を繰り広げながら，非合法の売
春，麻薬，恐喝に手を広げる。

・元来，シチリア島の組織犯罪集団
・1860，イタリア統一後，混乱気味の
中央政府に対して，島で独自の組
織を築き，恐喝や暴力により勢力を
拡大。

・19世紀末〜20世紀初頭，その一派
はアメリカに移住。
・大都市の労働者地区に勢力。
・末端メンバーは，銃をぶら下げて路
地にたむろする"street gang"化。

ギャングの街

◇マフィア

◇Chicagoのマフィア

・1992年段階で，アメリカ全土に
27ファミリー・2000人の構成員。
・New Yorkを拠点とする集団は
「Cosa Nostra」，
・Chicagoを拠点の集団は
「Chicago Outfit」と呼ぶ。

・1899，NY, Brooklｙnのイタリア移民
の家に生誕。
・学校になじめず，マフィアに出入り。

・禁酒法下で，密造酒の取引で，さらに蓄財。
・自らは高級ホテルに暮らして指揮をとる一方で，
貧困者に無料給食を行う。

・1931，莫大な額の脱税で告発され，刑務所へ
・1939釈放も健康を害し，1947年，脳卒中で死去。

・1920，Chicagoに移り，賭博・売春宿
の支配人になって蓄財。
・1925年，26歳で組織のトップに。

・短期間での移民流入による大都市化
を経験したChicagoは，高層建築，都市
社会学のほかに，貧困者支援の実践
的活動を生み出した。

・貧困地区に定着して実地支援するこ
の活動は，"settlement"運動と称される。

・その指導者が Jane Adams。

・"social worker"という職種の草分け。

セツルメント運動

Jane Addams
（1860～1935）

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/
commons/2/23/UIC_Hull_House.JPG

Hull House

・Hull Houseは，1856年建築の実業家の邸宅。
・1889年当時，貧困移民の流入で地区全体とと
もに荒廃。それをJaneと仲間が活動拠点に。
・有能は女性たちが結集。
・週2000人もの貧困者に多様な支援を提供
・社会福祉，女性支援，平和運動の拠点に。
・イリノイ大学の構内に移築され記念館に。

・Jane Adamsは，イリノイ州生まれ。

・Philadelphia女子医大で勉学中に，
脊髄の病を患い，学業を中断。

・欧州旅行へでかけ，ロンドンで
settlement施設を見学。

・1889.9，Chicagoに戻って，同様の
支援施設Hull House を開設。

・1931年，ノーベル平和賞

その後の変化

1930 1980

https://s-i.huffpost.com/gen/1321434/original.jpg

最新の状況
2010
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Sector状（扇型）の地域分化

・Hoyt（1939） … 全米142都市の住宅地価格
を調査。その分布パターンは，「同心円」という
より，方向的な偏りがあることを見出す

★そうなる要因は？

CBD

流通
工業

流通
工業

住
宅

住
宅 住宅
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高級
住宅

中級
住宅

中級
住宅

Sector Model

・主要交通線 … Axial
（軸線状）の市街化

・沿線・地区イメージ

・地形，居住環境

Harris & Ullman
（1945）

多核心モデル

・都市の拡大と自動車化
の進展に伴い，共通した
土地利用や同業種の事
業者は近接して配置・立
地したほうが便利に。

⇒市街地の外に，業務
団地や同業地区を形成

・自動車が早く普及した
アメリカの発想。

・1980年後半から，日本
の地方都市でも現実に

・かくして，３つのモデル
が出そろう ⇒ 

Harris & Ullman（1945）

3モデルの総合

・その後，世界各地の都市における研究
を整理したMurdie（1969）が，現実の都
市の居住地域分化には，同心円的，セク
ター状，凝集的の3パターンが併存する
という「総合モデル」を示す。

・その背景は … ライフステージや経済
状況に応じて，以下のどの条件に居住
地選択のpriority（重点）を置くか：

①相互扶助，就業機会⇒凝集的

②住宅の広さ⇒同心円的

③よりよい環境, amenity，場所イメージ
⇒セクター的

・具体的には，各都市の住宅市場
（宅地・住宅供給）の地域性が反映。

凝集的

同心
円的

セクター
的

★Murdieの総合モデル後，1970年代までその検証研究が続き，1970年代末
には世界の共通認識になり，居住パターンをめぐる研究は一段落。

・日本の都市では，「民族」（主に中国・朝

鮮，近年はイスラム）の集住地区の形成は

東京・大阪・横浜・神戸くらい。

・経済格差や社会不安と明瞭には関連

していない。

・その後，都市社会地区の研究は，問題地域
や地域格差の発見，その形成要因，社会構造，

改善方策の研究へ

・欧米の都市では今も移民集住地区が社会

問題＝経済的貧困，犯罪・テロの温床に。

・「移民」だけでなく，低所得者，高齢者などの

「社会的弱者」＝「マイノリティー」の居住問題
の視点も。

・さらに，「民族」を「問題」や「病理」ではなく，
都市景観や社会構成を多彩にする「文化」と

捉え，その表出・変容プロセスをめぐる

「ethnicity」研究 … 「中華街」etc.

・近年の日本の都市居住問題は，経年
住宅地の高齢化問題 … 買い物弱者，

地域防災と連動

・大都市における単身女性の居住選

択 … 労働市場，住宅市場の限定性

・都市ヤンキー，オタクなどの「サブカ
ル集団」の場所

・再開発に伴う社会変容問題


